






「文藝春秋」2005 年 11 月臨時増刊「決定版・世界文学全集を編集する」を加筆再構成














文学史その 1~3』・共愛学園前橋国際大学論文集 4~6 号。『六月の風・十七歳の文学誌』（平


























犀星に招かれて、堀辰雄は初めて軽井沢を訪れる。大正 12 年 8 月 4 日から約二週間滞在し
ている。着いた夜の興奮は相当なことであったことが思われる。それは、その日の日付（大

























































 共愛学園前橋国際大学論集 No.7 236 
とある。凄惨な母の遺骸を前に「何でもないやうな顔をしてゐた」と記しているが、角川


























龍之介全集』の編集に携わり（昭和 3 年 7 月まで）、改めて師の全作品に目を通すことにな




論」を提出し、翌年 3 月東京帝国大学を卒業する。師の死後昭和 2 年後半期に於ける堀辰
雄の創作作品は少なく、「花あるひは星の言葉」（昭和 2 年 11 月号「手帖」・文藝春秋刊）






 芥川龍之介の死に関しての作品は昭和 5 年に書きはじめられる。『死の素描』（5 月「新潮」）
『不器用な天使』（7 月・改造社刊）『聖家族』（11 月「改造」）である。『不器用な天使』に
は、師の亡きあとの堀辰雄の青春彷徨の姿が描かれている。これについて、窪川鶴次郎の























 『死の素描』と同時に発表された『ルウベンスの僞畫』（昭和 5 年 5 月「作品」創刊号）
は、初稿は「山繭」（昭和 2 年 2 月 1 日発行）にその前半を載せ、昭和 4 年 1 月号の「創作
月刊」（文藝春秋社刊）に再掲載され、「作品」創刊号で全文発表された作品である。初稿
からかなりの時間の経過があるが、それは芥川龍之介と片山廣子、堀と聰子とのかかわり
























































































































































を軽井沢に来る前にしている。『美しい村』を書く前年の昭和 7 年の 12 月末に神戸に出か
















和 8 年 3 月 16 日）、「美しい村 或は小遁走曲」（「改造」・昭和 8 年 10 月）、「夏」（「文藝春
秋」・昭和 8 年 10 月）、「夏」（「週刊朝日」・昭和 9 年 3 月 18 日）である。昭和 9 年 4 月、
野田書房刊の『美しい村』には、巻末に「ノオト（出版者への手紙、Ⅰ丸岡明に、Ⅱ葛巻
義敏に、Ⅲ夏のノオト、Ⅳ）の五つの小文が付されている。 















































































に付き添い、また堀辰雄自身の療養を兼ねて、昭和 10 年 7 月に長野の富士見高原のサナト





順序は「序曲（初出は「発端」）・風立ちぬ」は「改造」（昭和 11 年 12 月）、「冬」は「文藝
春秋」（昭和 12 年 1 月）、「春」（初出は「婚約」）は「新女苑」（昭和 12 年 4 月）、「死のか





























































































































































 『風立ちぬ』の最終章「死のかげの谷」は、昭和 13 年 3 月号の「新潮」に載った作品で
あるが、それより前の同じ年の 1月号「新女苑」に「山茶花など」を発表している。『風立
ちぬ』の結末の構想を練る堀の思考過程がうかがわれる。「しかしその人の一生は無駄だっ
たらうか？ それも一つの美しい生涯だったらうぢゃあないか？ 私はそれを信じたいの
だ。・・・それで私はその人の物語を描くとしたら、それにかういふ結末を與へたかったの
だ。その人が死んでから、それまでのその人の氣もちなんぞ少しも理解しようともしない
やうな男だったその夫が、いつか知らず識らずの裡にその人の不爲合せだった事に氣がつ
き、自分が苦しめてゐたその妻をだんだん心から愛し出してそのために自らは反って爲合
せになってゆく――と云った、そんな心の目ざめを描きたいと思ったのだ。しかし、實際
のところ、そんなむづかしい主題は僕にはまだとても扱へさうもなかった。」（全集第一巻・
p446）とある。語りの相手は、加藤多恵と矢野綾子とを重ねた「すこし上氣したやうな薄
赤い顔」（全集第一巻・p438）とした若い女性である。『風立ちぬ』の主題にかかわる表現
として重いものを感じる。なお、この作品の題名下に「山茶花の莟こぼるる寒さかな」と
いう芥川龍之介の句が添えられている。 
 『物語の女』『菜穂子』『木の十字架』については、次にまとめたいと思う。 
〔付記〕引用の堀辰雄の作品は、筑摩書房『堀辰雄全集』による。 
